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令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案

１７
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
（
意
見
書
案
６
件
）、
請
願
７
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今号の案内

令
和
７
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
審

査
す
る
た
め
、
９
月
１７
日
・
１８

日
・
２４
日
の
３
日
間
で
決
算
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
根
光
浩
委
員
長
（
公
明

党
）、
篠
宮
よ
し
の
り
副
委
員

長
（
自
民
ク
ラ
ブ
）
の
下
で
審

査
さ
れ
、
一
般
会
計
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
下
水

道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会
計

は
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
議
最
終
日
の

２８
日
に
審
議
し
、
一
般
会
計
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数

で
認
定
、
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
特
別
会
計
は
全
員
賛

成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
に
対
す
る

質
疑
か
ら
】

質
問
　
財
政
状
況
の
分
析
・
評

価
と
、
今
後
の
方
向
性
は
。

市
長
　
令
和
７
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
財
政
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
お
よ
び
財
政
力
指

数
は
共
に
悪
化
し
、
標
準
的
な

財
政
運
営
に
要
す
る
費
用
の
増

加
に
本
市
の
一
般
財
源
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
状
況
な
ど
が
表

れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
常
的
経

費
に
よ
り
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
こ
と
、
本
市
の
自
主
財
源

の
弱
さ
と
い
っ
た
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
示
さ
れ
た
。

本
市
の
財
政
の
厳
し
さ
は
、

こ
う
し
た
歳
入
・
歳
出
の
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、

今
後
の
公
共
施
設
の
整
理
・
更

新
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
財
政

的
な
体
力
を
備
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
歳
出
お
よ
び
歳

入
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
と
適

切
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
財
政
調
整
基
金
残
高
に

つ
い
て
、
令
和
８
年
度
末
の
状

況
お
よ
び
市
と
し
て
常
時
確
保

し
た
い
額
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
令
和
８
年
度
末
に
お
け

る
残
高
見
込
み
は
、
約
３３
億
２

４
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
残
高
の

目
安
に
つ
い
て
は
、
東
久
留
米

市
行
政
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た

行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
当
初

予
算
編
成
時
に
お
い
て
経
常
的

な
経
費
に
投
入
し
な
い
こ
と
を

規
律
と
し
た
上
で
、
不
測
の
事

態
等
へ
の
備
え
や
必
要
な
行
政

需
要
お
よ
び
一
時
的
な
現
金
不

足
を
補
う
た
め
の
繰
り
替
え
運

用
に
活
用
す
る
た
め
、
一
定
程

度
の
保
有
が
必
要
。

こ
の
た
め
、
具
体
的
な
目
安

は
設
定
し
て
い
な
い
が
、
予
算

編
成
上
も
一
定
の
額
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
以

下
「
国
の
臨
時
交
付
金
」
と
い

う
。）
を
活
用
し
た
事
業
の
総

括
を
伺
う
。

市
長
　
市
民
へ
の
生
活
支
援
、

市
内
事
業
者
へ
の
活
動
支
援
の

両
面
か
ら
、
で
き
る
限
り
速
や

か
に
施
策
を
展
開
し
た
。

令
和
７
年
度
に
は
１４
事
業
を

実
施
し
、
事
業
費
と
し
て
は
、

繰
越
明
許
分
を
除
き
６
億
１
７

０
０
万
円
余
り
を
執
行
し
た
。

国
の
臨
時
交
付
金
に
お
け
る

令
和
７
年
度
実
施
計
画
掲
載
事

業
で
は
、
低
所
得
世
帯
、
子
育

て
世
帯
を
は
じ
め
と
す
る
市
民

の
生
活
か
ら
市
内
事
業
者
の
経

済
活
動
ま
で
を
幅
広
く
支
援
し

た
。こ

れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
物

価
高
騰
下
の
市
民
生
活
へ
の
支

援
、
子
育
て
世
帯
の
家
計
支
援
、

市
内
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
等

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

今
後
も
、
消
費
税
率
の
引
き

下
げ
を
含
む
税
制
改
正
の
動
向

や
、
次
年
度
以
降
の
国
の
臨
時

交
付
金
な
ど
の
国
の
財
政
措
置

の
状
況
、
さ
ら
に
は
物
価
・
賃

金
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
決
算
を
認
定

　本庁舎改修の今後の進め方について、 ９月 １日の本会議におい
て市長報告が行われました。
　市長は、第 ２回市議会定例会において、本庁舎改修について一
旦立ち止まり、庁内で改めて検討・整理する旨を示し、その後、「今
後２０年間の公共施設整備に係る財政シミュレーション」を取りま
とめ、財政状況を精査するとともに、資材・人件費の高騰など、
公共工事を取り巻く厳しい社会情勢を考慮した結果、すべての公
共施設の更新・改修事業を当初の想定どおりに進めることは困難
であると判断しました。そして、今後の公共施設整備については、
小中学校をはじめとした市民生活や福祉の増進に直結する施設を
優先する考えを示し、これまで進めてきた本庁舎の大規模改修事
業については、次のステップとなる基本設計・要求水準書作成作
業を１５年先送りすると報告しました。
　一方で、市長は、本庁舎の安全性確保のための必要最低限の改
修は、劣化診断調査の結果等を踏まえ、実施するとしています。
また、近未来型市役所実現ビジョンに掲げた目指すべき姿につい
ては、現行の庁舎環境において可能な取り組みを最大限推し進め、

市民サービスの向上と業務の効率化に努めるとしています。
【市長報告への質疑から】
質問　本庁舎改修基本計画（案）では、本庁舎の大規模改修の
概算工事費として１１８億円を試算したとの説明が過去にあった。
市役所の改修を先送りする理由と１５年後に先送りする判断理由に
ついて伺う。
答弁　財政シミュレーションの結果として、公共施設の老朽化へ
の対応に関わる費用が大きく、財政的に圧迫化することから、対
応方針を ５つ掲げた。 １つ目は、実施事業の選択、実施時期の再
考の検討。 ２つ目は、都市計画税を優先的に活用し、一般財源の
負担を抑制すること。 ３つ目は、交付税措置のある地方債、充当
率の高い地方債が活用できる事業を優先することの検討。 ４つ目
は、整理・統合後の土地の活用の検討。 ５つ目は、建築系公共施
設の整備において、市民生活や福祉の増進に資する施設を優先的
に整備することの検討。これらの検討要件に沿って整理した結果、
本庁舎大規模改修については一つの山を越える１５年を先送りする
判断が、市長によって行われた。
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令和 ７年度会計別歳入歳出決算額

歳　入 歳　出

一 般 会 計 ５４５億１，９４３万１，８５８円 ５２３億２，７５１万５，２４３円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 １１４億５，０４５万５，５８５円 １１３億９，２８０万９，８９２円

後期高齢者医療特別会計 ４１億１３０万５，１４６円 ４０億４，７５８万５，３２５円

介 護 保 険 特 別 会 計 １２２億７６６万４，２５７円 １１８億６，２７９万５，７９１円

下 水 道 事 業 会 計

収益的収入 収益的支出

２２億８，６６０万４，６３６円 ２１億９，９７２万９，８７７円

資本的収入 資本的支出

８億６，７１５万４，２７６円 １４億８，４９９万３，９３４円

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
ベ
ビ
ー
ケ
ア

ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

9 月 1 日～ 9月28日

令和8年
第3回定例会

本庁舎の大規模改修事業見直しへ本庁舎の大規模改修事業見直しへ


